
ICM（国際助産師連盟）2025 年評議会 投票結果と会議サマリー 

ICM（国際助産師連盟）2025 年評議会はオンラインで開催され、2025 年 6 月 11 日から

18 日にかけて投票が行われました。投票率は 78.9%（161 名中 127 名投票）と高く、英

語・フランス語・スペイン語での資料提供を通じて活発な審議が行われました。 

今回の評議会では、ICM のガバナンス改革、財務・活動報告の承認、加盟団体の会員資格

停止、助産ケアに関する国際基準文書の改訂など、多岐にわたる議題が審議・承認されま

した。 

 

【日本助産学会の投票参加】 

日本助産学会は ICM 加盟団体として投票権を 2 票有しており、今回の評議会では以下の 2

名が日本代表として投票を行いました。 

• 国際委員長：江藤宏美先生（長崎大学） 

• 国際委員：大田えりか（聖路加国際大学） 

【会議サマリー・主要報告内容】 

• オンライン投票期間：2025 年 6 月 11 日〜18 日 

• オブザーバーリスト承認 

• 2024 年評議会議事録：情報提供（事前に電子投票で承認済） 

• 年次・財務報告（2024 年）：ICM 理事会での活動、職員体制拡充、地域会議（キ

ガリ・ベルリン）の開催報告、予算執行状況など。 

o 収入が予算を下回り赤字計上、地域会議でも赤字発生。 

o 2024 年実績：48 加盟団体との直接協働、8 つの新たな資金提供パートナー

シップ、79 イベント参加など。 

• 中期優先事項（2023〜2026）： 

o イノベーションと持続可能性推進 

o 専門職枠組みの普及 

o パートナーシップ強化 

o 人道・気候危機対応に向けた加盟団体の支援 

 

【財務報告ハイライト（2024 年実績）】 

• 収入：約 375 万ユーロ（予算を約 30 万ユーロ下回る） 

• 支出：約 394 万ユーロ 

• 純損失：約 12.9 万ユーロ 

• 地域会議収支：収入約 28 万ユーロ、支出約 40 万ユーロで赤字約 29 万ユーロ 

• 監査報告：オランダの非営利法人向け会計基準に基づき「適正意見」を取得 

 



【投票結果の概要】 

年次・財務報告承認 

• 年次報告：100%承認（125/125 票） 

• 財務報告：100%承認（124/124 票） 

• 監査報告書：100%承認（123/123 票） 

 

憲章改定（ガバナンス強化） 

• 会費未納時の投票権制限明確化：100%承認（122/122 票） 

• 対面会議での代理投票制度導入：98.3%（118/120 票） 

• 副会長職の廃止：82.1%（92/112 票） 

• 理事の再選ルール明確化：95.0%（113/119 票） 

• 会員資格停止権限：90.3%（102/113 票） 

• 憲章改定の定足数規定：93.4%（114/122 票） 

• 理事の資格停止・解任権限明文化：94.1%（111/118 票） 

• アライアンス理事導入（ファンドレイジング強化）：96.7%（117/121 票） 

 

会員資格関連 

• 以下 5 団体を 6 か月間会員資格停止 

o バルカン助産師協会 

o イラク助産師協会 

o プントランド助産師協会（PAM） 

o 中央アフリカ共和国 助産師・産科看護師協会（ASFIACA） 

o ヨルダン看護・助産師会 

• 停止承認率：93.3%（97/104 票） 

• 未納金未払い時は資格終了：92.0%（103/112 票） 

 

コア文書改訂 

• 助産規制の国際基準：100%承認 

• 女性と助産師の権利章典：100% 

• 助産の定義：98.4% 

• 助産ケアの理念とモデル：100% 

• 中絶関連サービス提供に関する立場声明（大幅改訂）：99.1% 

• AMR（薬剤耐性）予防に関する役割声明（大幅改訂）：100% 

 

助産教育者育成の国際基準（初導入） 

• ICM として初めて「助産教育者育成のための国際基準」を正式採択 



o 7 分野（リーダーシップ、パートナーシップ、カリキュラム、教育・学習、

リソース、実践能力維持、研究） 

o 国際的な教育者、研究者、パートナーとの協議を経て策定 

o 承認率：99.2%（125/126 票） 

 

その他 

• 選挙管理委員会 ToR 更新：100%承認（123/123 票） 

• 新会計担当任命（Alfonso Martinez Ruiz 氏）：97.5%承認（117/120 票） 

• 2032 年大会の共催国公募計画：2025 年 9 月開始予定（情報提供） 

 

今回の評議会を通じ、ICM はガバナンスの近代化、加盟団体の責任ある運営、助産ケアに

関する国際基準の改訂・発展、教育者育成の強化を図る決定を行いました。 

詳細は ICM 公式サイトをご覧ください： 

     International Confederation of Midwives (ICM) 公式サイト 

（文責：大田えりか） 

https://www.internationalmidwives.org/

